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本日のアジェンダ

＃ 発表者 内容

1 事務局 趣旨説明・開催挨拶

2
株式会社ZMP

ロボハイ事業部長 河村 龍様

「歩行速ロボットのセンサデータを活用したウォーカブルな街づくり」

質疑応答

3
Symmetry Dimensions Inc.

事業開発部 デジタルツインエキスパート
逸見 貴人様

「デジタルツイン構築を通じた官民データ利活用の取組」

質疑応答

4
全日本空輸株式会社

企画室MaaS推進部マネージャー
大澤 信陽様

「利用者・事業者・自治体のデータ連携によって実現
『Universal MaaS～誰もが移動をあきらめない世界へ』」

質疑応答

5 事務局 まとめ・今後のイベントご紹介

本日のデータ利活用オンラインセミナーは
以下のアジェンダに沿って進めさせていただきます
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1.趣旨説明
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東京データプラットフォーム（TDPF）協議会の目的・実施内容

推進
会議

WG

イベント

 注力する分野・サービス内容、各WG活動等の
情報共有・討議

 業務設計、ポリシー、システム仕様等の検討状況報告

 委員・臨時委員からの事例発表・提言等

 ユースケースの創出に向けた活動・議論を実施

 各分野のデータ利活用の課題や対応策について協議

 協議会メンバーとのコミュニティ・ネットワーク拡大を図る

 WG活動の推進及び協議会メンバーのネットワーク拡大に
向けたイベント実施（オンラインセミナー・アイデアソン等）

データ利活用を通じたスマート東京の実現のため、TDPFの事業詳細を検討し、
WG活動やイベントを通じたコミュニティ形成を図る協議会を運営

実施内容東京データプラットフォーム協議会

WGWG WG

分野ごとの関係者（企業等）で構成

推進会議

様々な分野の有識者等で構成

TDPFへの参画を促す
コミュニティ形成のためのイベントを開催

イベント イベント
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【フォーカス分野選定】選定に向けた観点

選定にあたっては、5つの観点を重視

東京都として重点的に取り組む必要があること（「未来の東京戦略」等を参照）

中央省庁や民間企業等の取組と他のデータプラットフォームとの棲分けが
明確であること（特に民間のデータ利活用が進展していない分野）

基礎自治体単位ではなく、広域自治体である東京都が取り組む必要性があること

行政の介入なくして埋まらない需給ギャップ※が相対的に大きいこと

個人情報を含まないデータで、十分な価値提供ができること

1

5

2

3

4

※ 市場の原理に任せていては、需給のバランスがとれていない状態

第2回推進会議資料
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【フォーカス分野選定】検討結果

検討の結果、「防災」と「まちづくり」を現時点のフォーカス分野とする

フォーカス分野
中央省庁や民間企業の
取組と重複が生じないか

まちづくり

防災

広域自治体として取組
む必要性があるか

構造的需給ギャップが
あるか

統計情報やモノ・環境の
データで価値提供

ができるか

NPO法人や企業等

多様な事業主体との

更なる連携が重要

「SIP4D」等存在する

が、民間によるデータ

利活用の余地はある

と想定

基礎自治体による

施設・設備・空間情報

等の可視化は道半ば

広域連携による防災

への対応が重要

になると想定

施設・設備・空間情報

等のデータは民間・自

治体に散在し、一元

化の余地あり

官民間でのデータ利

活用ニーズあり、連携

の余地あり

施設・設備・空間情報

等、個人情報を用い

ないデータ活用が

可能

災害関連情報等、個

人情報を用いない

データの活用が可能

第2回推進会議資料



6WG活動の支援強化、ケーススタディ事業を通じ各分野の利活用事例の具体化を推進

 現時点のフォーカス分野は、WG活動やケーススタディ事業等も活用し、データ利活用事例創出を後押し

 その他分野も、協議会活動を通じてニーズ収集を継続し、選定観点を踏まえつつ拡大を目指す

（仮）TDPF運営組織 設立・運営TDPF運営組織 設立準備

まち
づくり

防災 防災
データ

混雑
人流
データ

施設系
データ

インフラ
データ

庁内新規取得データの活用検討（リアルタイムデータ等）
避難所開設情報等の
動的データ活用検討

ケーススタディ事業にて実証
得られた課題の対応策検討

ハザードマップ等の静的データ活用事例検討・創出 官民での防災情報の更なる共有

国の動きと連携、国の検討フォーカス外の小粒度施設ID整備に向けた課題整理等（～令和7年度）

他エリア・施設へ
モデル拡大

各エリマネや大規模事業者・チェーンと連携
都内主要エリアで施設データ提供

他エリアでモデル検証

‐混雑・予約データ活用
‐地域プロファイリング
‐駅利用圏ポテンシャルマップ

令和3年度の実施結果踏まえ、
まちづくりにかかわる利活用事例創出を推進

データ集約モデルケース
（西新宿エリア・トイレ施設）

施設ID民間ニーズ集約
協定企業との連携進化

防災
データ

WG

施設系
データ
集約
WG

混雑

WG

ケーススタディ事業

令和3年（2021年） 令和4年（2022年）～ 令和7年（2025年）

・協議会等の活動を通じニーズ収集
・選定観点を踏まえ、段階的に分野を拡大その他

新分野

TDPFの注力分野～2025年に向けた活動イメージ 第3回推進会議資料
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【コミュニティ】Slackの活用状況

Slackにて運用中の「東京データプラットフォーム協議会ワークスペース」を
情報共有、参加者間の交流、意見発信等の場として活用中

ワークスペース詳細

チャンネル
一覧

参加人数  335名（1月24日時点）

 協議会全体チャンネル
 雑談チャンネル
 自己紹介チャンネル
 各WGチャンネル

（混雑/防災データ/施設系データ集約)
 デジタルツインチャンネル
※その他各イベントの参加者の方が参加す
るチャンネルも作成し、交流を図っております

 アンケート内に登録者情報を記入
 以下事務局アドレスからも随時
申込み可
tokyo.dpf@tohmatsu.co.jp

登録方法

主な
投稿内容

 事務連絡
 情報共有
 自己紹介等、参加者間の交流
 イベントの告知 等

（投稿イメージ）

株式会社AAA

株式会社AAAです。当社では---を
提供しております。詳細はこちらをご覧
ください。
URL:********
株式会社BBB

XXエリアで実証実験開始しました！
ご興味のある方は以下リンクから見て
みてください！



2.株式会社ZMP
（発表者：ロボハイ事業部長河村龍様）
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3.Symmetry Dimensions Inc,

（発表者：事業開発部 デジタルツインエキスパート 逸見貴人様）
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4.全日本空輸株式会社

（発表者：企画室MaaS推進部マネージャー大澤信陽様）
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5.まとめ
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今後のイベントご紹介

都知事杯オープンデータ・
ハッカソン

「Final Stage」
1月28日

東京データプラットフォーム
ケーススタディ事業

成果発表会

今年度のケーススタディ事業の総括として、各プロジェクトの概要及び成果、TDPF事業への
示唆などをまとめた最終報告会を実施2月上旬

東京データプラットフォーム協議会

第4回推進会議 2月中旬
今年度の東京データプラットフォームの取組の進捗報告や活動総括を踏まえ、事業計画
（案）や来年度の取組について紹介

デジタルツイン実現プロジェクト

第4回検討会 2月上旬 都市のデジタルツイン構築の望ましい進め方に向け、今年度の総まとめを実施し、来年度の
取組について紹介

「都知事杯オープンデータ・ハッカソン」
Final Stage
5者による最終プレゼンと表彰式を開催

東京データプラットフォーム協議会

第3回混雑WG
第4回防災データWG・
施設系データ集約WG

3月中旬 各WGの今年度の進捗報告・活動総括を踏まえ、今後の取組方針などを紹介

事 務 連 絡
本セミナー終了後、メールにてアンケートを送付します。ご協力お願いいたします。
右のQRコードからもアンケートに遷移が可能です。

アンケートQRコード▶
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